手作り数値地図の可視化
宮地　英生

㈱ケイ・ジー・ティー

利用環境: Windows　パソコン(不明)、MicroAVS (Ver.5.0)
目的: 　本可視化は九州測量専門学校の未来CAD科｢３次元CG｣の演習講義で学生らと共に作成したもので、第3者に説明するためではなく、学生達が身近な題材を可視化することで3次元CGに関して理解を深めてもらうことを目的とした。

方法: 　国土地理院の画像デジタル地図（阿蘇地区）に約80，000点のメッシュを被せ、各ノードにおける標高値を目視で読み取りExcelに入力した。作業は４班16名で行ったので1名当たり約5000点を読み取ったことになる。地図上の等高線は20M間隔であるが、幅の広い領域の間は目分量で各自が決定するので、4班のExcelデータを境界で一致させるためかなりの差を修正した。作業時間は2日間（12時間）。ExcelデータをMicroAVSで高さ方向に立ち上げ立体化した。

この手作りDEMデータにMicroAVSの各種機能を使って自由に加工する課題を与えた。当作品は筆者がサンプルとして作成したもので、テクスチャーは、真上からの画像をBMPで保存しペイントブラシで色をつけたり、絵を挿入した。最後にロープウエイをMicroAVSのMGF形式で作成し合成した。

結果:　図１が作品でタイトルは「阿蘇立体観光地図」である。
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図１　阿蘇立体観光地図

　４班に分けて作業をしたが、地図から標高を読み取らず、適当に値を挿入した班があり、その部分の等高線はやや不自然である。テクスチャは解像度が低く観光情報を載せることが難しかった。

非常に根気のいる作業であったが、みんなで協力し合って１つの地図が完成したときは充実感があった。

結論: MicroAVSを使ってのCG教育は、学生に興味を持たせるのに有効であることが分かった。


































